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「前文」と「条例の名称」について

前文構成 前文のたたき台 前文のキーワード 前文の修正意見等

燕市の

特徴

私たちのまち燕市は、信濃川、中ノ口川

の悠々たる流れや国上山をはじめとする四

季折々の豊かな自然が、住む人と訪れる人

の心を優しく包み込んでくれるまちです。

・自然

また、全国的にも追随を許さない金属加

工技術と技能を有するとともに、地場産品

の物流を支える商業や米どころ越後平野の

一画を担う農業が、均衡ある発展を遂げて

きた産業のまちです。

・産業

そして、このまちに暮らす私たちは、人

と自然を愛した名僧・良寛の慈愛の心や幾

多の偉大な先人を輩出した長善館の人づく

りの理念、幾度となく繰り返された河川の

氾濫に立ち向かい、幾多の困難の中で技術

の改良を図り、産業の基盤を築きあげてき

た先人たちの力強さなど、歴史や文化を受

け継いでいます。

・歴史、文化

条例制定

の背景

私たちを取り巻く社会が変化する中で、先

人が積み重ねてきた貴重な財産をさらに発展

させて未来に引き継ぐことが、私たちの重要

な使命です。

・社会経済情勢の変化

目指す

まちの姿

独自の魅力ある燕らしさを創造し、「人

と自然と産業が調和しながら進化するまち」

を実現し、豊かで住みよい魅力と活力にあ

ふれたまちを創るためには、・・・⇒

・燕らしさの創造
・人と自然と産業が調和しな

がら進化するまち
(市民憲章より引用)

その実現

のために

⇒・・・このまちに暮らす私たち一人ひ

とりが、まちづくりの主人公であることを

改めて認識し、積極的にまちづくりについ

て考え、行動していかなければなりません。

・一人ひとりが、まちづくり
の主人公（主体）であるこ
とを認識する

・積極的に参加（参画）する

そして、まちづくりに関わる多様な主体

が、お互いにまちづくりを支えるパートナ

ーであることを認め合い、尊重し合いなが

ら、それぞれの役割を分担し、協働してま

ちづくりに取り組んでいくことが必要です。

・お互いにパートナーである
ことを認め合う

・お互いを尊重する
・役割を分担する
・協働で取り組む

目的

決意

ここに私たちは、燕市の目指すまちづく

りの理念及びまちづくりの基本的な事項を

明らかにし、燕市にふさわしいまちづくり

を私たちみんなの力で進めていくために、

この条例を制定します。

・燕市にふさわしいまちづく
りを進める

・みんなの力でまちづくりを
進めていく

条例の名称（事例）

・ニセコ町まちづくり基本条例 ・杉並区自治基本条例 ・草加市みんなでまちづくり自治基本条例 ・

岡谷市市民総参加のまちづくり基本条例 ・八戸市協働のまちづくり基本条例 ・文の京自治基本条例 ・

豊島区自治の推進に関する基本条例 ・三次市まち・ゆめ基本条例 ・池田市みんなでつくるまちの基

本条例 ・新座市自治憲章条例 ・多治見市市政基本条例 ・岐阜市住民自治基本条例 ・柏崎市市民参

加のまちづくり基本条例 ・市民参画と協働による新発田市まちづくり基本条例

(仮称)まちづくり基本条例の名称につ

いての意見

燕市まちづくり基本条例市民検討会議
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